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扇子・オブ。フンダー

サロンの近くに
扇子屋さんがあるので
先日初めてお伺いして
マイ扇子を購入しました。

デザイン、大きさ、形
重量、耐久性、持ちやすさ"・

買いに行く前は
色々と考えましたが
結局なんとなく
「これかな～」という
手に場1染んだ感じで選びました。

布の扇子にしたのですが
不思議なもので

紙に比べてずいぶんと
風が柔らかに感じるのです。

氣のせい力もしれませんが・¨

(三 )

かみなりとおへそ

子どもの頃、かみなりが鳴ると
「おへそとられるでえ !」 と脅された経験ありませんか?

夏のかみなり時は激しい雨を伴うことが多く
氣温は急激に下がります。

そうすると寒さの邪氣が胃に直接侵入し

腹痛や下痢などを引き起こします。

穆鶴 )2言います>
かみなり様におへそを取られないようにお腹に手を当てる。
それは結果、直中を防ぎ腹痛を予防することになります。

♂」t /「おへそとられるでレ

これは親から子へのひとつの愛の形で:すね。
ゴロゴローっ☆
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